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グループⅡ(放射線照射群)では結腸壁の総量はグループⅠ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ, Ⅵと比較して顕著に減少した. グループⅠ, Ⅱ, Ⅲと比較して,
グループⅣでは粘膜層が顕著に増加した.

L-グルタミンとグリシンの両者またはどちらかはラットの結腸壁の修復に有効であることが示唆された.
しかし, 結腸粘膜における栄養効果に関する結果ではL-グルタミンはより高い効果を示した.

L-グルタミンおよびグリシンの放射線照射結腸壁に対する効果

放射線治療はがん治療に頻繁に用いられている. しかし, それはさまざまな合併症を引き起こす. 本実験では放射線腹部照射ラットの結

腸壁におけるL-グルタミンおよびグリシンの役割を評価する.
60匹のアダルトウイスターラットを6群に分類した. Ⅰ:ノーマル群, Ⅱ:(コントロール)-照射群, Ⅲ:照射-グリシン投与, Ⅳ:照射-Lグルタミン

投与群, Ⅴ:照射-照射前7日間のグリシン投与-照射後7日間のL-グルタミン投与群, Ⅵ:照射-照射前7日間のL-グルタミン投-照射後7日
間のグリシン投与群. 実験8日目に腹部へのγ線照射(1,000cGy)を行った. 15日目に開腹し, 結腸切片を切除し容積解析をした. 結果は

パラメトリック検定および非パラメトリック検定で統計解析した(p<or=0.05).
コントロール(グループⅡ)では結腸壁の全容積はグループⅠ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ, Ⅵと比較して顕著に小さかった. グループⅠ, Ⅱ, Ⅲと比較し

て, グループⅣでは粘膜層容積が顕著に増加した.
L-グルタミンとグリシンの両者またはどちらかはラットの結腸壁の修復に有効であることが示唆された.
しかし, 結腸粘膜における栄養効果に関する結果ではL-グルタミンはより高い効果を示した.

有効性評価が述べられている. 

副作用は報告されていない. 

光学顕微鏡を用いた組織学的解析および腸壁(V), 粘膜(Vvm), 粘膜筋板(Vvmm), 粘膜下組織(Vvsm), 筋板膜(Vvmp)について総量

および部分量により評価した. 統計解析は一方向ANOVA, チューキーのPost検定, クラスカル・ウォリス検定検定, ダンカンのPost検定に

よった.
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雄ウイスターラット(n=60)を6群に分類した. Ⅰ. 無処理コントロール群, Ⅱ. 放射線照射(アミノ酸非投与)群, Ⅲ. 放射線照射+グ
リシン投与群, Ⅳ. 放射線照射+L-グルタミン投与群, Ⅴ. 放射線照射前7日間グリシン投与+放射線照射後7日間L-グルタミン投

与群, Ⅵ. 放射線照射前7日間L-グルタミン投与+放射線照射後7日間グリシン投与群. 照射は1000cGyの単回γ線腹部照射を施し

た.


